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Abstracts 
In this paper, we discuss the methods of underwater cave morphometry; robotic exploration by remotely 
operated vehicle equipped with sonar measurement system for there-dimensional modeling, and show the 











































タをもとにした 3 次元概形モデルについて報告する。 
*  原稿受付 平成 26 年 11 月 28 日 
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た場合、その 3 次元の基盤地図を作成する。 
図 1 アンキアライン洞窟（概念図） 
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目的で製作された 9)。全長 670mm、高さ 300mm、
幅 440mm、乾燥質量 20Kg で、円筒状のアクリル筐
体と浮力材、センサー、スラスター等の機器から構


































































側では、Princeton 社製デジ造を用いて CCD カメラ
の映像を撮影表示・記録している。 
 
写真 1 水中ロボット(外観) 
図 2 水中ロボットシステム構成図 
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 5.4 航行制御システム 
本システムは4基の水中スラスターとPSoC3から
構成され、ROV(Remotely Operated Vehicle)モード


















































































図 3 水中洞窟内部空間の測距 (概念図) 
図 4 水中洞窟 3 次元概形モデル作成 
 
 
図 5  
徳之島天城町と浅間湾屋 
















































































































写真 9 水中洞窟の洞床とエビ 
写真 5 「ウンブキ」探査開始 
写真 7 水面下 
写真 6 水面上 

























図 7 「ウンブキ水中洞窟」と 3 次元概形モデルとの対応 
図 8 平面投影図(上面図)と 3 次元概形モデル 
※⑤は今回探査の最奥到達点 
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